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13　　　気　　　象

第　2　童　　気　　　　象

（1J昭和29年1月の気象概況　暗綽咋12月末の冬型気圧配置は崩れ大陸高気圧の1部はちぎれて東へ移り2日
と4EHこは本荘南海上を低気圧が通り雨を降らせ・5日潮草地に濃霧があった。その後また移動性貢気圧が来て天気
は阿軍したが・7日には‡キミい気圧の谷が援近し小雨があり、8ロ東支郡毎南部に任気圧が現れ北東達し、10日は日本
海に入った低気圧のため讃よりの熟、気流が流れ込み日中平均気温は5度以上も高くなった。1二日には大陸高気圧が
はり出して来て天気匝琴と共に気温も一指下ったが間もなく気圧配置は崩れ、13m′ままた本式南む上を低気圧が通り
雨となり・その後も高気圧が北日本に琵出し北貰南低型となり、17日と20日とに又南方海上を低気圧が通り一鮫に雨
となり・大坂では14日より21日迄8日間にわたり平軍票温は5度内外高いロが軌、た。2用～22日は蕪方海上に前
線が残り天気はぐづつき鳴かであったが・；3日霊九州の雨西方に発生した低気圧が急に発達して八丈島附近に達し、
関東穐方に大雪を降らせて気風は急変L平年並となり、25日鼠から山陰粗方一帯に降り始めた雪は次第に南に移り、
25日珠から；GE早朝にかけて子細・大阪・奈良和歌山塞方まで前線の雪としては蟄らしくかなりの積雪があった。
28日には一指寒さがゆるんだが日本海北荒で低気圧が発達し再び季節風が強くなり、末日まで寒い口が軌、た。

（2）昭和29年2月の気象概況　璧勢な百気圧が大陸から本抑こ張り出し、西言責把の冬型気圧変罠が続き季節尼
やや覗く・大阪では4、5、6日の3日間俄雪があった。9日には漸く移動性高気圧となって本邦へ者り始め、10日は
西日本を確い風は弱まり大坂の最高気品ま二4・2度に昇った。1エビは移重叶謂気圧が束へ去ったあと12日はロ本態を発
達した低気圧が通り全段に久し振りに雨が韓った013日は天匠『軍したが14日は南海討中を低気圧が過り瀬戸内海穐
方のみに残雪をみた。15別ま晴とたったが犬種の高気圧がおく16日には文九州四万に低気圧が発生して小雨となり、
其の後南海上に洒確が停滞L天弄悪く硬い日が影こいた〇二9日から20日にかけて空中の貰気圧が謀り出して芽て気温は
下り天気は匝現した821日～三三日は蒙古東髭から軌、再録王が本荒へ茸出し、揚子江下勅から移動性高気圧となって
23日西日本を覆って全般に偉浣となり大阪地方でも氷点以下3∴圧と／㌢冬巌の患樵を表した。比の高気圧はゆっくり
東へ移り25日漸く東の海上に去り27巳には低気圧が日本海を通過したので、気温は急昇して大阪では最高23・暇に達
し・2月中の新記録を作った〇夜になって貢とたり2和夫明貰冷前族の通過により1時間17・5肋nの大雨があった。

（5）昭和2e年3月の気象概況1日東芝郡海に矧っれた低気圧が南海岸沖を通r）2日にかけて全際に所を見た。
3日は括れたが4日また九州の南四方に件三圧が調われて勲：かJ、其の後毎方海上に肺泉が残り天気ぐづつき気温
は霞目であった亡10別ユ真夏弔海南訂こ低気圧ガ：発生して天気は崩れた。11ロは輯気圧が九州南西沖に菜り金程に頭
となり、12引ま礫気圧が北海迄附近で発達し西風やや強く気温は下・・）、ユ4日にはノ二・；1上で降雪をみた。その後易子江方
面から張出して宗た賢気圧の駐室内にあって17日迄暗大が軌、たつユ［は雷気圧が東へ彦勤したが、低音圧は訓州か
ら北だ道方面へ進んだので雨は筆らず、三〇口は′諷斡前払の通遍で蚤かの俄雨力乗ったのみで晴れた。21ロは貰気圧が
東支都㈲こ幸て天気阿桓し7巨まで本州は軌、滞状百宏庁とたって晴天が続き責温ま日々上昇して、ニ6日から最貰気
温；唄‾以上となり・28日は口本渥仇を佐奈圧が通って藍寓気三は〇・矧こ達し、ぷミ巾害の平均でr・ま桜の完花が治ま
った0罰引ま寒冷前転が通り雨があって気温は急に下り、30～〇二m・工務弧毎高気圧力二束で決暗となった。

（4）昭和29年4月の気象概況1日から4コ迄は瓢瓢音王位。部室準にあって清六が賃き、4口は言責で大矢㌍
近の桜は試買であった。5日部九州酢に忙ユ泥が現れ・6日にかけて菅矧こ雨■・狛準ノ二J、フロー8山ヱ不達雛長相
方海上に残って雲が多かったが・3日一二〇日は朝推首気圧がrゴキ・唇こ矛で快碑とか叫即でミ霜を見た。ユ1コ石二
束支寄港こ低気圧が群れて北東に進み・じ・EH本海中部で発達し各社に風蕾を曇し、聖ヰ塞方では雨量ユ00mmを1竃た
た処が多いcl封トー1日は、音溝が日本第二蛋川L北高育環とたって芸が多かったこ15Rは焉気圧がロ木海扇
田こ井て一滴に快晴となり、16日は又滋帯泡韓清いこ粧北が現れ北東遷して、三相口本海中1・告で莞達し令書に雨と
なり鮭亨払方てこ雨量罠Cmに達した先があった。19日－ニCLは家中よ　吉日主力薫ノ出して戎て匹の風やや強く瘡
とたったC nロミ移監牢一言貢王が責級こ宗てJ迂剰摘花＝では霜をみた。コ；f＝了は二万百；涯が餌に不軌に方海上に去
り・匹亡榊こはホ連綿二が控プごこて九州四書は雨となったがノ二mま！篭らずに終った。23日一式日三三は死方洋上から言二・二
圧が南方海上に突出していたのでよいヲミ気であった0諾口調東支寄削中東発生した僅気圧が東進して匡［雪中を遣っ
たので遠目～2■7日に亘り奇相こ小栗をみた〇三日ロはノこ▼蔓の荏気射：射この中j・，f二二へ移って許たので大駁撃近でも貫が去
ったロ29日は沖産島の北方に既読・こ圧が発±し・同日夕亥鮎ら30日霜にかけて雨とたったが午後からほ晴れた。

（5日昭和29年5月の気象概況1日と2日は不州東方洋上にある高気圧の圏内てH▲号、3日浣九州薄野方から匠矢
圧が軒毎上を通用、雨があJ∴4H14帖軍籍前嫁の通過によ帽と強風が起、5日は高気圧が不死中吉に才＝∫）桝㌢
となり・大坂で最陛気温はフ・7F封こ誇ったが高三涯の移数早く6日は九州の西方i・こ佐気圧謀れ南港上を通って7［＝こ
亘りd‾風　8ロは高気圧に蔽われて章・9口は満州から南東起して≠た粍気圧が日本海頚部で急激こ発達して各地に
南西の弓耳蚤を起した0ユ06錨日本海を通った低気圧が北海道の北東方に去り中心元琵950mbに発達して兵乱北海遺
方面に大麦風雨を起した〇1二日から13日迄火種から張出した高気圧で晴夫が続き、ユ3日の孟高気温は27－7度と月中苗
転を示した014日は低気圧が日本海を通り後虚の前線通過で可成りの雨があった。15日は晴、二6日は高気圧の賛寓で
高桑、17は低気圧が四匡沖を通って小雨がありその後南海上に前線が停滞して天気ほぐづついた。21日は小暇ミ圧が
北九州から東進L停滞前如凍酉に走って梅雨気裸の大気となり23∃に一時晴間もあったが、2相はまた低気圧が朝
鮮海抜を経てロ茶海を北東起して一掛こ雨となり、25日は薄曇りに経過し、訪日～7［ま大陸高気圧の圏内でやや供
温の晴、2日は四国の遠か沖合を低気圧が東進し南海岸では雨となったが大阪では埠らず、29日一刀日は本州東方洋
上から酔）出した高気圧で薄曇り、3ユロは東海岸沖を走る停滞前肢で時々小雨があった。

（6）昭和29年6月の気象概況1日霜東支郡海南西部にあった低気圧は北東遷し2日日本海に入り督鞄に雨を降
らせた0　3日は高気圧が東支郡海に移動して来たので5日迄晴天が続し、た06日は上海の南方から鱒気圧が朝鮮南部
に来り中心は約2m叫こ発達し・7日は日本海へ進み・8日朝は房総沖へ去ったので各地に雨が降り、9別ま続いて低
気圧が九州南西万に妄近し・10日は梅雨前線が近畿附近に填たあり典型的な梅雨気配となった。11日は九州に軌、高
気圧が出来て13日迄晴間が多かったロユ4日は低気圧が北九州に来て一般に雨となり15日－17日は梅雨前晩が南下した
ので曇時々暗、18日朝黄海南部に現れた低気圧は19日軌化九州に来り中心は箪4mbとなり各地に風雨を起したが、20
日朝は房総沖と能萱沖に分列したので晴間をみた。21日西日本は高気圧に蔽われて全般に晴となったが続かず、22日
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朝上海附近から東進して来た低気圧が急速に九州南部を遣り四国南岸を経て23日朝紀南に菜りその通路附近の各地で
は150ミリ内外の大雨があった。24日は晴れたが25日朝また揚子江下流から低気圧が東進して式日西日本の所々に分
裂し、梅雨前線によって連り所々大雨があり、27日一29日は梅雨前線が南海岸を南下したり北上したりして両津の天
気に経過していたが：氾日未明に到り前線は近襲地方の陸上に達して所々豪雨を降らせ相当の被害を見るに至った。
（7）昭和29年7月の気象概況　⊥日は梅雨前線が南下して一時晴間をみたが、3日はまた前嘉泉が北上して雨弊と
なり、4日黄海に発生した‡気圧が東進し、5日蔦瑚調挙中部、6日朝能登沖に達しその中心から南西にのぴた前線が
近畿中国を填切り再び各地に薫雨を降らせた。7日は前裸が南下して9日まで南方海上の高気圧がやや歴努となり晴
間が多かったが、10別・ままた前線が南海岸に沿い天気は崩れた。11日から13日まで依然梅雨前線が南海上に横たわり
低温で雨唇に】経過し、14己は九州南方から発達した低気圧が東進して南海き沿いに通り、各地で50mm内外の雨を降
らせ其の後刀日蓮は梅雨前線が南方海上に低迷して低温の梅雨空が続き特に14日一17日まで意低気温は連日17F空合に
経過した。21日は責海中部に発達した喋気圧が現れたが殆んど動かず、一万高気圧はオホーツク海にあって暗く目元こ
海と本州東方海上に舐り晴天となったが朝夕は涼しく日中の最高気握も30度に達せず25日に至り漸く最高気温30度以
上に昇り梅雨明けの空となり、29日には餌視が日本海に入り一際に南西風となり最陛気温誌．2度、最高35．0度という
高温を元したが、30日午後は雷を伴う俄雨があり31日は曇天で供温に窪過した。
（8）昭和29年8月の気象概況　1日から3日までは言気圧がオホーツク海方面より日本海に演出し晴天であった

が素温は低削こ盗過した。・4日から⊥0日までは本州東方洋上の壁努な高気圧が西日本に張り出しようやく夏らしい晴
天が続くようになり、気温は連日上昇して平年以上となり低気圧は9日奥羽北都を通過したのみであった。前句に引
続き、北太平洋高気圧は本州から日本海に横たわり晴天百温ほ1〔〉日迄覇≡いた。13日台風No・5号がラサ島附近にあり、
中心京堕璧○Ⅲlbを元し、ユ4日掛は沖㌍島の東南15（）キロ、15日朝は沖神島附近、16日湖は同島北方に妄り中心94Cmbの
最強となり北々東に転向し、17日某日九州の南西海上から北東に向い、1∈泊罵ぢ九州南部に上陸、中心950mbを表し同夜
四国中部を竃て2分し、19日朝近華北餌に来り中心932mbに衰え、刀日朝三陸沖に去った。このため大阪地方は17日
の責苦気温36．・2医に達し、俄雨が1始り怒雨量は鎚mmに達し風の最強は台風が大阪の北東方に去った。7時南西10m
であった亡．台風一過校また夏型好暗に戻り21日から27日＝迄東方洋上から高気圧が張出して高温の晴天が続いた。28日
は北海道東方の低気圧からのぴた寒冷前線が西日本を通り、天気が崩れて31日迄両眼が南海岸沖に横たわり、曇野で
時々俄雨をみ、また、晴間もある天気となって気温は低下した。台風No・7号は22日カロリン群島の北方に発生し、
北だ遺してこ6日薫海西雷で弱くなり、次いでIb■8号は；6日ガム島の西方∝8キロに発生、27日は沖絶島の南方10∞キ
ロにあって元度895mbの張烈となったが、西北西に進んで28日パシー海抜を過ぎ大陸に入り寺乱、てNo，9号は30己マ
リアナ群島の西方海上を西進したが発達しなかった。

（9）昭和29年9月の気象概況1日から7日迄前線が太平洋岸沿いに横たわり重野で時々小雨があり　3日－4日
は平年より4－5度も低温となった。7日台風No∴3号がアマミ大島の東方に弄り中心元匿946mt）に下ったが暴風圏
は1∝粁位の亘台風そ同夜九州東岸を北上して8日町Jj陰オ千ノ島附近にあり中心元斐9詔mbに衰えた。大坂には影
響なく7日は靖夫とたり最悪気温34・3度に昇った。8封はまた雨とたったが9ロー1〇日は夏琴jの晴夫となった。次の
台風No．二2号は10日市］謙雷鳥の南西600キロにあり中心云匿9二Ombに発達した。1二日亘訪台風No・12号はラサ島の東南東
3mキロにあり、毎時二5キロで北西に向い、12日朝牽児島の両々島550キロにあり、中心元更別Cmbとなり速度は変ら
ず13日毛舅ま匝児島の南方諾・Cキロに昇り雲澱を北に採り、同夜九州の酉俳を北上して日本：海に抜け閲北上を続けて15日
色盲はウラヂオの北方に去った。大阪の雨は5mmにすぎず南等の風が最大15mi・こ遥したのみで高温の夏空が≠まいた。
次いで台風No・14号はまた頸責島の西方より北上して、12ヨ最は室戸岬南方35〔、キロに妄り中心示変970mbに衰え、走
路を北東に転じ東海道沖より房総半島をかすめて19日三B至沖に去った。大阪では中心よりかなり遠かったので二最大鼠
一連は北々東の二三mで綻雨宗は76mmに達したが大した被害はなく、13日一mロは賛楕となった。今冒、一過後墨口迄秋
晴の好天が続いたが、：S日次の台風No・15号がバシー海抜の東方から進路を北東に向け石垣島附道に芽り中心一六度
975mbに発達し美校急にスピードを倍克TL、三6日霜広島附道を経て、日本海を北東遷し司を矧に北海道西鋸を通遥す
る頃は中心元度96CTnbと異常な発達をなし、青函連絡船洞爺丸転覆の大祷事を起した。大阪では最大乱連南々酉17m
に遠したが雨は16mmであった。27日は台風一遍の快晴となったが続かず、同＝危急に南海岸沖忙前線発生しこB目は全
廣臣に雨となり雨量6〇mmに逢した。23日は暗、ここ日は又有万海上から前線が北上して天気は競れた。

（10）昭和29年10月の気象概況　移動性高気圧が日本海を通過して本邦の南岸沖に帯に前課が停濁しており、この
前根上をしばしば低気圧が通過したので秋雲型の天気が多く、雨のなかった日は5、9、1Cで、晴天は5日、9日の
みであった。．11日は文新緑が本邦南岸沖合に発生し塁小雨となり12日一16日は大陸から高気圧が張出して移動性とな
り、本邦を通って北海道の東へ去ったので好晴が続いた。17日は四国沖に低気圧が発生して雨となり、13日は雨後
垂、19日は前韓の南下により暗20日は四国沖に出来た低気圧で雨となった。21日は醗気圧が八重島の東へ去り雨後晴
で2…仁一24日は大陸高気圧の圏内に入り晴天25日は四国沖の前知が北上して雨となり、；6日以後は霧いながら大陸の
高気圧が根強く西日本に演出して前線を近づけなかったので当季節に診らしい雨のない臼は11月13日迄19日間に達し
秋の夢「レコード日数となった。

（11）昭和29年11月の気象概況11月上旬は高気圧の帯が次々と本邦を適ったので3日より5日にかけて台風No・19
号が羞南方洋上（北緯刀匠）を西進したるほか低気圧の発生したるものなく、10月訪日以来の晴天続きは本上旬にわ
たり、農家やハイキングには恵まれたが電力事情は悪化の極に近づいた。中旬に入り13日朝台湾の北方に発生した低
気圧は四国沖に甚近して東進し実に；〇日振りの雨が降った。しかし雨量は大阪で1・5mmに過ぎずまた晴天となり、19
日には四匡沖に生じた不達維により13mmの雨があり電力事億は一息入れた。下旬は21日台風No・21号のあとを追
って四国沖に生れた低気圧が発達して関東の東方で大時化となった。また、27日朝九州の南方に出来た1014mb低気
圧が急速に発達して東海道沖を通り沿」臣は暴風雨となり、冨土山の大雪崩が起って萱山学生14名がぎせいとなった。

（12）昭和29年12月の気象概況　2日低気圧が日本海と四匡沖を東進して大阪では16mmの雨が降り、其拶大陸高
気圧が張り出して来て晴れたが長続きせず、7日は東支部海に低気圧が発生して8日には18mmの雨があり気温は高
［＝こ経過した。12日以啓は大陸高気圧の賄丙に入って晴天臍が続いて気温は14日一18日迄平年より低目であったが、
18日高気圧が本邦へ移って暖かい日となケ南方海上の前線で19日には7mmの雨をみた。下旬に入っては大陸高気圧
の一退一進により晴天が続いて始めて冬期のJ原調となり、気温注連日低下してM日蓮は低い日が続いた。



第1表　　　大　阪　管　区　気　象　台
茶器ま「大阪実数要撃」ここ　つたものである。

1匹　　　捧　　　度
置

東　　】経l　丑　　　搾
海面上高 創立年月日 主要　機器位　置

産　　　　　　米

大阪市生野区勝山適9丁目72 135．32
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（注）　男科　大阪管区気象台。

第2蓑　　　大　阪　の　気　象　概　況
本讃ま「大阪気象要幣」によったものである。

平均気
年　　　　月

気　　温（qC）

品l長可最低

相　対
濁　度
（％）

乎　＝喝
雲　量
0～10

風　　　速　　　度

琵撃1着朋屑l最大速度

降　水　　量

粍錘犬侍呈

日照時間
総　　数
（時）
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18．3　　6．0　10．0　2．3

Ⅹ）．0　　6．2　11．2　1．3

2）．6　　8．2　13．4　2．9

15．4　15．0　2）．5　9．7

13．118．4　23，2　13．7

8．7　二犯．6　24．6　17．1

8．7　24．5　及4　21．2

10．2　28．1　33．1　24．1

10．3　24．5　28．g　二0．6

17．9　16．4　20．8】．3

：0．0　12．8　18．4　7．6

22．8　　7．7　12．0　3．6

74　　　6．0　　　　2．7　　S

72　　　6．5　　　2．8　ssw

73　　　7．2　　　　2．8　　W

69　　　5．3　　　　2．9　　W

66　　　5．1　　　2．7　NNW

64　　　6．5　　　　3．O wsw

70　　　7．4　　　　2．7　wsw
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71　　4．6　　　　2．1　NE

71　　5．8　　　　2．g vsw

29．81332．4　　63．8　21〔旧．9

16．91689．9　　41．9　2016．1
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（注）　資科　大阪管区黄泉台。

気圧はmbであらわしm・皿に換算するには髄をかける（例）1∝hb＝7犯山．血。気温はOcであらわし日平均皆は（3．6．9．u．15．18．

21・24時）の8阿、最高は0－2鴨、加は前日9時一当日9時の日舞である。海度は相対湿度と呼び日平均欝は（9．は21時）の

3回測定したものである。雲量は0■－10の日側により日平均盾は（3．9．15．m時）の4間で日平均7・5以上は曇、同2・5未満は快晴日

数にとる。風速は叫′Sで0－24時の全勘、ら日平均値を最軌10分平均値、風向は16万佗風速0・5以下は静機とす。降水量は前日9

時一当日9時の日昇、毎時の衰住0－24時の日界、畢舵は水の願った梁さを皿．皿であらわす。日照時数は加持による、時以

下は分数弘¢法による。したがって日合計8・4は8時24分の意味である。
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